
品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位

市町村別農畜産物生産量データ
単位：農産物（t）、花（千本）、鉢（千鉢）、牛豚（頭）、鶏（羽）

甲府市

富士吉田市

甲州市

都留市

山梨市

大月市

韮崎市

南アルプス市

市町村名

品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位

北杜市

甲斐市

笛吹市

上野原市

中央市

市川三郷町

増穂町

鰍沢町

市町村名 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位 品　目 順位

早川町

身延町

南部町

昭和町

道志村

西桂町

忍野村

山中湖村

鳴沢村

富士河口湖町

小菅村

丹波山村

市町村名

ブドウ

水稲

ブドウ

水稲

モモ

カリン

水稲

水稲

モモ

キウイフルーツ

5

9

2

7

2

1

14

2

4

1

1

4

3

4

3

3

10

3

4

2

1

1

2

4

10

2

1

4

5

2

3

5

10

2

1

6

5

3

2

2

1

2

2

2

3

3

1

5

3

5

3

1

23

3

1

1

1

5

3

4

1

2

21

1

ナス

キャベツ

モモ

バレイショ

ブドウ

ヤマイモ

ダイコン

リンゴ

ブドウ

ハクサイ

スイートコーン

ブロッコリー

スモモ

カキ

カボチャ

タマネギ

スモモ

豚

モモ

クレソン

カキ

スモモ

リンゴ

レタス

キュウリ

肉用牛

水稲

キウイフルーツ

リンゴ

ヤマイモ

カキ

野沢菜

サクランボ

キウイフルーツ

麦

水稲

ナシ

ウメ

バレイショ

サクランボ

トマト

カリフラワー

水稲

ウメ

豚

サクランボ

イチゴ

豚

サクランボ

肉用牛

シクラメン

豚

水稲

ウメ

水稲

ネギ

採卵鶏

水稲

モモ

サヤインゲン

バレイショ

トマト

乳用牛

野沢菜

水稲

水稲

1

1

1

4

1

1

5

1

3

1

12

20

1

1

1

1

5

18

2

7

10

1

3

1

1

4

1

6

2

5

1

1

1

5

2

2

6

4

3

2

1

2

2

2

3

1

1

2

3

2

7

1

1

1

3

2

4

1

1

1

2

1

2

1

2

2

3

16

3

ダイコン

麦

サトイモ

ブドウ

肉用牛

水稲

キュウリ

肉用牛

水稲

ユズ

ユズ

ハクサイ

エダマメ

タマネギ

バラ

サトイモ

ナス

スイートコーン

西洋ナシ

レタス

ゴボウ

リンゴ

ナス

ユズ

水稲

キウイフルーツ

採卵鶏

トマト

ニンジン

ニンジン

カキ

スイートコーン

ゴボウ

バレイショ

ピーマン

麦

スモモ

サトイモ

ニンジン

リンゴ

サヤエンドウ

肉用牛

スイートコーン

ゴボウ

クリ

ヤマイモ

ブルーベリー

ホウレンソウ

イチゴ

タマネギ

乳用牛

カボチャ

ピーマン

ホウレンソウ

肉用牛

水稲

豚

水稲

水稲

水稲

水稲

クレソン

水稲

スイートコーン

キャベツ

キャベツ

キャベツ

ワサビ

ワサビ

24

8

11

13

1

19

7

19

1

2

1

2

5

2

1

5

22

15

25

11

6

18

7

1

6

5

8

17

4

5

6

6

9

2

8

6

6

6

9

4

7

2

4

3

4

6

1

5

4 1 1

クリ

クリ

茶

キュウリ

水稲

水稲

水稲

スイートコーン

バレイショ

ヤマイモ

ヤマイモ

クリ

ナス

キャベツ

野沢菜

水稲

麦

麦

トマト

レタス

ホウレンソウ

カリフラワー

エダマメ

ホウレンソウ

ブロッコリー

カリフラワー

ダイコン

サヤエンドウ

タマネギ

採卵鶏

乳用牛

レタス

ユズ

イチゴ

ブロッコリー

カリフラワー

ヤマイモ 肉用牛 乳用牛

みんなで学ぶ、お米の勉強会（南アルプス市桃園・櫛形北小学校にて）

千歯こきを使って脱穀をする田富南小学校児童（中央市西花輪）

（参考：山梨県農林水産統計年報2005～2006）※各品目の順位は県内市町村の生産量順位　※乳用牛と採卵鶏は、飼養頭羽数

 

み
ん
な
で
お
米
づ
く
り

 

昔
の
脱
穀
作
業
体
験

　
中
央
市
立
田
富
南
小
学
校
で
は
、
学
校
前
の
田
ん
ぼ

２
０
０
㎡
を
借
り
て
田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
脱
穀
、

精
米
ま
で
の
米
づ
く
り
を
１
年
間
通
し
て
体
験
し
ま

し
た
。
脱
穀
作
業
で
は
、
約
１
０
０
年
前
か
ら
現
代
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
脱
穀
機
５
台
を
使
っ
て
、
み
ん
な
で

収
穫
し
た
お
米
を
脱
穀
し
ま
し
た
。

　
脱
穀
機
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
は
、
田
ん
ぼ
の
持

ち
主
で
あ
る
桜
林
満
さ
ん
。

　
桜
林
さ
ん
の
指
導
で
み
ん
な
仲
良
く
千
歯
こ
き
や
、

足
踏
み
脱
穀
機
、
自
動
脱
穀
機
、
複
式
収
穫
機
（
コ
ン

バ
イ
ン
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
）
な
ど
新
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
脱
穀

機
を
使
っ
て
脱
穀
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
お
友
達
は
、「
千
歯
こ
き
を
使
っ
た
の
は
は
じ
め
て
。

力
を
入
れ
て
ひ
っ
ぱ
ら
な
い
と
い
け
な
く
て
大
変
だ
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

4,488

872

14,543

1,090

12,000

70

441

4,580

7,100

404

3,554

300

9,888

280

11,900

48

188

431

5,390

404

2,513

109

1,846

574

30

265

4,200

1,430

1,632

75

749

553

8

247

2,340

280

1,876

296

450

163

2,330

1,045

188

385

19

2,310

444

101

299

17

1,030

300

75

179

4,090

830

210

680

158

740

657

3,620

107

473

10,895

208

266

1,890

25,900

148

272

3,455

170

1,612

569

112

2.872

142

288

15,200

290

188

1,970

110

765

65

3

2,300

64

158

3,320

86

1,748

746

62

1,502

64

113

2,020

14

1,670

224

28

1,217

62

46

1,410

1,608

29

958

26

24

1,180

176

16

791

18

1,730

1,149

41

10

626

12

271

38

597

1,690

243

18

221

1,450

222

2,550

22

881

679

514

108

160

318

6

2,330

1,140

23

14

8

22

299

360

86

227

5

227

269

9

20

59

235

194

83

218

16

11

158

41

57

197

15

90

14

17

190

7

83

77

90

116

3

26

109

20

47 2,680 2,760
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Ｊ
Ａ
こ
ま
野
の
営
農
指
導
員
さ
ん
と

 

一
緒
に
お
米
の
勉
強
会

　
Ｊ
Ａ
こ
ま
野
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
立
櫛
形
北

小
学
校
の
総
合
学
習
の
授
業
で
、
５
年
生
の
お

友
達
56
人
に
お
米
の
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
こ
ま
野
の
営
農
指
導
員

さ
ん
が
提
供
し
た
稲
を
使
っ
て
、
苗
づ
く
り
か

ら
収
穫
ま
で
の
作
業
や
、
お
米
の
病
気
、
栄
養

成
分
、
お
米
の
種
類
な
ど
体
験
談
を
織
り
交
ぜ

て
、
み
ん
な
と
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

　
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
外
国
の
お
米
の
形
は

ど
ん
な
形
」
と
い
っ
た
質
問
か
ら
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
名
前
の
由
来
は
」
や
、「
美
味
し
い
お
米
の

選
び
方
は
」
と
い
っ
た
難
し
い
質
問
ま
で
飛
び

出
し
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員
さ
ん
は
、
丁
寧
に

答
え
て
い
ま
し
た
。

 

山
梨
県
農
業
・
農
村
の
特
徴

　　
山
梨
県
で
は
、
果
樹（
く
だ
も
の
）を
中
心
に
、

水
稲
（
お
米
）
、
野
菜
、
花
な
ど
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
果
樹
が
農
業
生
産
額
の
50
％
以
上
を

占
め
、
生
産
量
が
日
本
一
の
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
、

こ
ど
も
農
業
新
聞

こ
ど
も
農
業
新
聞

の
う
　
　
　ぎ
ょ
う
　
　
し
ん
　
　
　
ぶ
ん

　
私
た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
み
ん
な
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

は
、
ど
ん
な
農
産
物
が
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
学
び
、
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
こ
ど
も
農
業
新
聞
」
を
作
り
ま
し
た
。

　「
果
樹
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
山
梨
で
は
、
モ
モ
や
ブ
ド
ウ
が

有
名
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
農
産
物
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ど
も
農
業
新
聞
を
使
っ
て
、
み
ん
な
の

ま
ち
の
農
産
物
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
ま
ち
で
ど
ん
な
農
産
物
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
？

私
た
ち
の
ま
ち
で
ど
ん
な
農
産
物
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
？

私
た
ち
の
ま
ち
で
ど
ん
な
農
産
物
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
？

「農」と「共生」の世紀づくりに向けて
のう きょうせい せい　き む

こすげむら

たばやまむら

つるしふじかわぐちこまち

どうしむら

おしのむら

なるさわむら

みのぶちょう

かじかざわちょう

ますほちょう

いちかわみさとちょう

かいし

にらさきし

ほくとし

なんぶちょう

た
と
み

せ
ん
ば

ふ
く
し
き

く
し
が
た

し
ほ
う

だ
な

か
じ
ゅ
え
ん

い
な
ほ

ざ
い
さ
ん

ほ
く
ろ
く

き
ょ
う
な
ん

な
ん
ろ
く

ろ

じ

た
い
け
ん
だ
ん

お

ゆ
ら
い

か
じ
ゅ

す
い
と
う

て
い
ね
い

え
い
の
う
し
ど
う
い
ん

し
ゅ
う
か
く

だ
っ
こ
く
き

さ
く
ら
ば
や
し
み
つ
る

ス
モ
モ
を
は
じ
め
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
カ
キ
、
リ

ン
ゴ
、
ウ
メ
な
ど
多
く
の
種
類
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
地
域
別
に
見
る
と
、
甲
府
盆
地
の
東
部
、
西

部
で
は
、
果
樹
栽
培
、
中
心
部
か
ら
南
部
に
か

け
て
は
、
ナ
ス
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
の
露

地
野
菜
や
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施
設
野

菜
の
栽
培
、
北
西
部
で
は
水
田
農
業
が
中
心
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
ヶ
岳
南
麓
や
富
士
北
麓

で
は
、
高
原
野
菜
の
栽
培
や
畜
産
、
峡
南
で
は

茶
の
栽
培
が
、
さ
ら
に
県
内
各
地
で
、
シ
ク
ラ

メ
ン
、
バ
ラ
、
洋
ラ
ン
な
ど
の
花
類
の
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
種
類
の
農
産
物
を

生
産
す
る
こ
と
で
、
山
梨
の
農
村
は
色
々
な
景

色
を
作
り
だ
し
、
「
モ
モ
の
花
が
一
面
に
咲
く

果
樹
園
」
、
「
山
ぞ
い
に
広
が
る
ブ
ド
ウ
棚
」
、

「
周
り
の
山
を
バ
ッ
ク
に
稲
穂
が
実
る
水
田
」

な
ど
の
風
景
は
、
県
民
だ
け
で
な
く
山
梨
に
来

る
人
の
心
に
感
動
を
与
え
る
財
産
で
す
。

　
ま
た
、
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
盆
地
特
有
の
寒
暖
の
差
を
い
か
し
た
果
樹

栽
培
や
、
野
菜
や
果
樹
の
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
、

四
季
の
気
象
条
件
を
上
手
に
利
用
し
た
生
産
性

の
高
い
農
業
が
行
わ
れ
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
の

生
産
農
業
所
得
は
、
全
国
で
も
常
に
上
位
に
あ

り
、
平
成
17
年
は
、
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

山梨県産農産物の生産量、全国シェア（全国で占める割合）など

（参考：やまなし農業ルネサンス大綱、農林水産省調査）

 品目

ブドウ

モモ

スモモ

クレソン

スイートコーン

シンビジウム

ナス

トマト

肉用牛

水稲

品目生産量など

53,500t

51,600t

6,160t

530t

9,350t

164千鉢

8,340t

3,480t

7,870頭

30,200t

全国シェア

25.5％

35.3％

28.8％

39.8％

4.0％

5.1％

3.6％

1.0％

0.3％

0.4％

全国順位

1位

1位

1位

1位

6位

7位

10位

24位

37位

44位

　　　　備考

平成18年度産

平成18年度産

平成18年度産

平成16年度産

平成18年度産

平成18年度産

平成18年度産

平成18年度産

平成18年8月1日現在

平成18年度産

か
じ
ゅ

甲府市甲斐市

大月市

富士吉田市

都留市

山梨市

甲州市

笛吹市

富士河口湖町

韮崎市

北杜市

市川三郷町

増穂町

鰍沢町

早川町

身延町

南部町

昭和町

中央市

南アルプス市

道志村

西桂町

山中湖村

忍野村

鳴沢村

上野原市

小菅村

丹波山村

ダイコン

ダイコン

ハクサイ

トマト

トマト

リンゴ

リンゴ

乳用牛

乳用牛

肉用牛

肉用牛

肉用牛

レタス

レタス

水稲

ヤマイモ 豚

水稲 サトイモ

水稲

水稲

水稲

水稲

水稲

水稲

水稲

クレソン

水稲

水稲ブロッコリー・クレソン

カリフラワー・
ホウレンソウ・
肉用牛

水かけ菜

キャベツ

キャベツ

キャベツ

キャベツ

ブロッコリー

スイートコーン

サクランボ

サクランボ

スモモ

ブドウ ワサビ

バレイショ

ユズ

サトイモ・水稲・
コンニャク

バレイショ・カボチャ・リンゴ・ウコン

カリン・リンゴ・キウイフルーツ・
ウメ・カキ・バレイショ・
ヤマイモ・水稲

カキ・キウイフルーツ・ウメ・
水稲・豚

ホウレンソウ・カボチャ・
スイートコーン・
肉用牛・水稲

カリフラワー・レタス・バレイショ・
ヤマイモ・ダイコン・水稲

麦・ユズ・ヤマイモ・水稲

カリフラワー・トマト・ホウレンソウ・
タマネギ・水稲

ワサビ

ヤマイモ

ナス

麦・採卵鶏・バレイショ・ヤマイモ・ネギ・ホウレンソウ・
ピーマン・タマネギ・ブルーベリー・ニンジン・ゴボウ

タマネギ・サクランボ・麦・肉用牛

ウメ・ハクサイ・トマト・水稲・
肉用牛・豚

カリフラワー・
イチゴ・ナシ・
ブロッコリー・
豚

麦・ニンジン・タマネギ・リンゴ

モモ

モモ
ブドウ

モモ

干柿

バラ カキ

モモ

ブドウ

ブドウ

ナス イチゴ

西洋ナシ

スイートコーン野沢菜 ニンジン

モモナス スイートコーン

ユズ

サクランボ

キュウリ

キュウリ

キュウリ

キウイフルーツシクラメン

スモモ

スモモ

スモモ

カキ

バレイショ

キャベツ

タケノコ

クリ

茶

クリ

クリ

エダマメ

ソバ

ブロッコリー・レタス・
スイートコーン・水稲・
採卵鶏スイートコーン・サトイモ・水稲・

ゴボウ・イチゴ・ピーマン・豚・
乳用牛・肉用牛

水稲
・

採卵鶏
キウイフルーツ・クリ・
ゴボウ・水稲

ナス

水稲

水稲

ブドウ




